
小田原市立小・中学校の教育環境に関するアンケート実施概要（案） 

 

１ 目的 

  子供たちにとって望ましい教育環境の基本的な考え方を検討する上で必要な事項

について、保護者、教職員及び地域関係者の意識や考えを把握する。 

２ 対象者数 

 （１） 市立小学校３・４年生の児童の保護者 約 2,800人 

 （２） 市立中学校２年生の生徒の保護者 約 1,500人 

 （３） 市立小中学校に勤務する教職員 約 950人 

 （４） 学校運営協議会委員または学校評議員 約 360人 

３ 調査方法 

  学校を通じて周知文書を配布するとともに、保護者連絡システム及び教職員連絡シ

ステムからのメール送付等により周知し、インターネット上のアンケートフォーム

（Googleフォームを想定）で回答 

  ※インターネットで回答できない場合は、書面回答で対応。 

４ 想定回収率 

 （１） 児童・生徒の保護者 70％ 

 （２） 教職員 80％ 

 （３） 学校運営協議会委員又は学校評議員 80％ 

  ※書面回答を希望する対象者数は、（１）、（２）は回収数の 3%、（３）は 80%を想定 

５ 設問数 

  20問程度（属性把握、適正規模・適正配置について、望ましい教育環境について） 
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